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　Twenty−eight 　healthy　female　subjects 　aged 　61　to　88　years　old 　wearing 　only 　shorts 　and 　brassieres　lay
in　a　supine 　position 　on 　a　bed　and 　their　cold ／warm 　thresholds　were 　measured 　over 　26　body　regions

under 　the　conditions 　of 　28℃ ambient 　temperature 　and 　50％ R．H ．　Ten 　female　subjects 　aged 　20　to　25

years　old　were 　also　measured 　under 　the　same 　conditions 　as　the　controL 　The　cold ／warm 　thresholds　of

the　leg，　foot　and 　sole 　were 　high　and 　those 　of 　the 　forehead，　cheek 　aIld 　chin 　were 　low　for　each 　g；oup 、
Both　thresholds　were 　higher　for　the　elderly　than　they　were 　for　the　youllg　women ，　and 　they　increased
with 　age ．　In　addition ，　principal　component 　analysis 　of　the　cold ／warm 　thresholds　revealed 　that　individ−

ual 　differences　in　regional 　contrast 　between 　the　front−back ／trunk−peripheral 　of　the　cold ／warm 　thresh −

old 　were 　greater　among 　the 　elderly 　than 　they 　were 　among 　the　young 　women 　and 　they　increased　with

age ・
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device　for　measuring 　the　cold ／warm 　threshold　温冷覚閾値計，　 elderly 　高齢者、

　1．緒　　言

　内閣府発行 の 「平 成 18年度高齢社 会 白書 」P に よ

る と，我が 国 の 65歳 以上 の 高齢 者 の 人 口 は過去最高

で 2，560万 人，総人 口 に 占め る 割合 も 20％ を超 え，

極め て急速に 人口構造の高齢化が進行 し て い る ，こ れ

に伴い ，高齢者に関する研究が様々 な分野 で行われ，

フ ァ ッ シ ョ ン に つ い て もユ ニ バ ー
サ ル フ ァ ッ シ ョ ン な

どの研究 ・開発が注 目を集め て い る．しか し，こ れ ら

の研究の多 くは加齢に伴 う運動機能の低下 や ，形態的

な変化に 関する もの で あ り，感覚生理学的観点か らの

研究 は 充分 と は い えな い ．

　高齢者 の 体温調節 反応 に 関する研 究 をみ る と，緒

方
2）3）

は老人 の 皮膚温と発汗反応 を調べ ，暑熱環境 へ

の 反応 に さほどの衰退 は見 られな い が，低温環 境下 の

反応 に 問題 が ある と指摘 し た ．また
，
Wagner ら

4｝ は

寒冷暴露 に よ り高齢者 は 体温 が下 降す る こ と を，渡辺

ら
5 ）

は加 齢 に伴 う体温調節機能 の 低下，特 に 寒 さ に 対

する感受性 の 鈍化 を示唆し た．

　加齢 と皮膚 の 温度感受性 と の 関係 に つ い て は，村 田

と入来
6 〕

は身体各部 の皮膚 の 冷点 が加齢 に より減少す

る こ とを明らか に し た．また，Dyck ら
7）

，　 Meh ら
s｝

，

Stevensら
9）

が 温冷覚閾値 は加齢 と ともに 増大する こ

と を報 告 して い る ． しか し， Katzman ら
v°） は 著書

「The 　Neurology 　of　Aging 」 に お い て 高齢者 に お ける

温 度覚低下 に つ い て は まだ研究段階に あ る と述 べ て い

る．

　田村 ら
ID −−13｝

は 人体部位 に よ る 温度感受性 の 差異 ，

受容器 の 分布密度 と の 関係 な ど を，マ ッ ピ ン グ とい う

古典的な手法 を用 い て探査 し，若年女子 の 皮膚に お け

る 温度感受性分布に つ い て報告 した．しか し，そ れ ら

の 研究手法は多 くの 時間と労力 を必要と し，被検者を

長時間拘束する た め負担が大 き く， 幼児や高齢者 ・障

害 者へ の 適用 は 困難が ある こ とか ら，加齢 に伴 う皮膚

感覚感受性 を検討す る こ とを目的 として ，短時間で計
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Table　L　Physical　characteristics 　of 　subjects

20−25　（n ＝10）　　60−69　（n ＝10）　　70−79　（π 鬻10）　　80−89　（n ＝8）

Age （yr ）　　　　 22．6± L ユ

Height（cm ）　　 161．1± 5．8

Weight （kg＞　　 49．7± 4．7

BMI 　 　 　 　 　 　 19．2± 1．9

BSA （m2 ）　　　 1．52士 0．08

　 64± 2．7

155．2±3．0

54，4±8．6

22．7：ヒ3．4

1．53± 0甲12

73．9± 2，4　　　　　83．6± 3．4

ユ5L8 ±4．3　　　　ユ48．6±6．7

48．6±8．5　　　　　50．1±4．6

21．2：ヒ3．1　　　　　 22．8：t2．5

1．44士 0．12　　　　　1，43± O．08

BMI 　・
＝Body　Mass　lndex，　BSAa 　Body　Surface　Area．

Fig，1．　 Experiment　in　progress

測可能 な温冷覚閾値計 を開発 しその 精度につ い て 報告

した
1015 ）．本研究で は こ の 装置を用 い て ，高齢女子の

皮膚面に お ける部位別温度感受性の 分布 を詳細 に調査

し，若年女子 との 比較に よ り高齢者に おける冷 ・温覚

閾値 の 実態 ， 特に身体部位 に よる温度感受性 の 相 違 を

明 らかに した い と考えた，

　国民生活 セ ン タ ーに よ る と，高齢者が使 い 捨て カ イ

ロ ，湯た ん ぽ ，電気あん かを使用 した際に低温やけど

を引き起 こ した とい う報告が 多数寄せ ら れ て い る．こ

れ らは 高齢者 の 健康障害を引 き起 こ す こ と につ なが り，

高齢者の 皮膚温度感覚に 関する研究はそ の 着衣 に よ る

環境適応 を考え る 上 で ，ま た QOL の 低下防止 の た め

に も急務 で ある と考える．

　2．方　 　法

　（1） 測定装置

　冷覚 ・温覚閾値 の 測定に用い た温冷覚閾値計 （イ ン

タ
ー

クロ ス 社製）は ， プ ロ ー
ブ ， サ

ー
マ ル コ ン トロ ラ

ー
，

解析制御部の パ ソ コ ン か ら構成 され て い る．Fig，1 に

示す ように ，プ ロ ーブ を測定部位 に 当て ，プ ロ ーブ の

温度が接触部の局所皮膚温 と等 しくなっ た後，降温ま

た は昇温 させ ，被検者が冷覚 ・温覚を感 じ た時点で 自

覚 ス イ ッ チを押 して もらっ た．こ の 時 の 温度変化をもっ

て 冷 ・温覚閾値 と した、プ ロ
ー

ブ の 温度変化速度は，
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高齢被検者の場合，変化速度が 速い とわずかな ス イ ッ

チ押 し反応 の 差で 閾値に大きな差 を生 じる こ とが予測

されるため ， 0．1℃ ／s の 条件 を採用 した．

　（2） 被 検 者

　被検者は健康な 60 代，70 代高齢女子各 10名，80

代高齢女子 8名，ならび に コ ン トロ ール群と して の 若

年女子 10名 で ある ，各被検者群 の 身体特性 を Table

1 に 示す ．高齢被検者は閉経 して い る が，若年被検者

に つ い て は性周期を考慮 して 卵胞期 に実験 を行 っ た，

　（3）　泪呱定音匡f立

　測 定部位は Fig．2 に示す と お り， 前面 は前額 ， 頬 ，

顎 ，頸，肩 ，胸 ，乳房下部，下腹，上腕 前腕 ，手掌，

大腿，下腿 ，足背の 14部位，後面は頸，肩，肩甲，

胴，腰，臀部，上腕，前腕，手背，大腿，下腿，足底

の 12 部位，計 26部位で ある．予備実験に お い て 繰 り

返 しに よ る有意差 が認め られ なか っ た こ とか ら ， 測定

回数は原則 2回とし，差が大 きい 場合 はもう 1 回測定

を行 い ，差 の な い こ とを確認 した．

　  　測定条件

　実験は 2002年 8 月か ら 9 月の 9 時か ら 13 時の 間 に ，

文化 女子大学 人工気候室 にお い て 実施 した．環境条件

は温 度 28℃，相対湿度 50％ RH ，気流 O．2m 〆s とした．

42 （580）
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Table　2．　 Analysis　of　the　varlance 　for　cold 　thresholds　　 Table　3．

Factor　of 　variation D ．F Fvalue

Analysis　of　the　variance 　for　warm 　thresh−

olds

AAgeBSubjects

CRegion
A × BA

× CB

× CError

　 2

　 9251850225450

23．66 ＊ ＊

10．32 ＊ ＊

9．33 ＊ ＊

5．69 ＊＊

1．58 ”

0．91

Factor　of　variation D ．F Fvalue

D ．F＝Degree 　of 　freedom ，
＊＊

are 　significant　at 　p 〈 0．01，

AAgeBSubjects

CRegion
A × BA

× CB
× CError

　 2

　 9251850225450

19．59 ＊ ＊

9．88 螺

13．12 ＊ 累

7．92 榊

1．32榊

O．70

D，F ニ Degree　of　freedom．＊累are 　significant　at ρ＜ O．Ol．
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Fig．3．　 Mean 　and 　standard 　deviation　of　cold 　thresholds　of 　elderly 　women 　and 　young 　women

被検者の着衣は ブ ラ ジ ャ
ーとシ ョ

ー
ツ の み と し，被検

者持参品 を用 い た．被検者に は 入室後 60分間椅座安

静 を保 っ て もら っ た後，冷 ・温覚閾値 の 測定を行 っ た．

測定時の 姿勢は，プロ
ー

ブ の 重量 を もっ て プ ロ ーブ ・

皮膚間の接触圧力 を
一
定に規定す るため，前面測定時

は仰臥位，後面測定時は伏臥位 と し た、実験に先立 ち
，

倫理 的配慮と して ，事前 に書面 と口頭 で 研究内容 お よ

び手順，匿名性，守秘を説 明 し，同意 を得 た．

　3．結　　果

　 Table　2 は，60 代か ら 80代 の高齢者群 を対象 に，

そ の 冷覚閾値に つ い て ，年齢，被検者，部位を要 因 と

する 分散分析 を行 っ た 結果 を示 し て い る ．同様 に

Table　3 は同温覚閾値の 分散分析結果 で ある．冷 ・温

覚閾値 ともに い ずれ の 要因に つ い て も危険率 1％ の 有

意差が 認 め られ ，年齢 と被検者，年齢 と部位間 の 交互

作用 に つ い て も 1％ の 有意差が 認 め られ た ，以 下 に 部
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7e ’s BO ’ s 　　　 　　 　＊＊p＜0． 01 　＊p＜0 ．05 　（result 　of 　compariso

@with　20 ’　s） Flg．4．　Mean 　and 　standard　 deviation 　of　warrn　thresholds 　 of 　elderly 　women 　a

　young 　 women 位別，年代別冷・温 覚

値 の変化の特徴を 平 均値並び に主成分 分析を 用 い

詳細に 検 討 を加えた ． 年 代 によ る 比較 の 際にはク

スカル・ウォリス検 定，多重比較 （ Steel − Dwass 　 tes

j を用

て比較， 有 意水準は5 ％と

た， 　（ 1 ）冷・温覚閾値の部 位差 　Fig ，3に若

女 子，高齢女子60 代，70 代， 80 代に おける部

別冷覚閾値の平均値および標準偏差を示
す

， 冷覚閾
値の平均

は ，20 代若年女子 で 一〇，29〜− 1．45 ℃，60 代高

女 子 で
一〇．52 〜

− 3．34 ℃，70 代高 齢女 子で一〇．

〜
− 3．20 ℃ ， 80 代 高 齢女子で 一 〇， 54 〜 − 3

53 ℃の範 囲に分布し，全体 とし て 若年女子に 比べ

ｗ   落q で は冷 覚 閾値が増大している．全身 の冷覚閾

値 の部位
差 をみ る と，若 年 女子，高 齢女子 の 各 被検者

群 と もに ， 前額 ， 頬，顎 の 顔 面部の閾 値 は 小さく ，下

腿 ，足背， 足底の 下肢部で の冷覚閾値は大きく，体幹

部・ 上肢では顔面と下肢の中間的 な値 を示す が 肩部前

ﾊ の冷覚
閾

値
は 例

外的 に比較的大きい 傾向がみら れた，

@図中の＊，＊ ’ 印 は 20 代若年 女 子と高齢 女子60 代

70 代 ， 80 代との問 の 多重比 較 の検定 結果 を 部位

に 示した も のである ，20 代と60 代では下腿前面

1 部 位で， 20 代と 70 代で は 腹部， 下
腿 前面， 下

後面， 足底 の 4 部位 で ， 20 代 と80 代 で は腹 部

上腕前 面 ， 下腿 前面，足背， 肩甲，腰 ，臀部 ，下

後面，足底の 9 部位で 有意 差 がみ

れ，年齢の上 昇 と共に 有意な変 化を 示す部位が全身に拡大

てい る ， 　 Fig ．4 に 20 代，60 代，70 代

80 代の部位別温覚 閾値の平均値および 標準偏差を示す，温

閾値の平均 値は20 代若年女子で0 ． 57〜1．78℃，60 代高齢

子で 0 ．69〜3 ．71℃， 70 代 高 齢女 子でO ．78 〜

D17 ℃，80 代 高 齢女 子 で0．78 〜6 ．61
の範 囲 に分 布し， 冷 覚 閾 値同 様，温覚 閾 値 も 若年

子 に 比べ， 高齢 女 子群の閾値が 全体的に 大きくな

こ とが認められた．全 身の温覚 閾 値 の 部位差をみ

と，若年女 子 ，高齢 女 子 の各被検 者 群と も前額，

， 顎の 顔 面部の閾 値は 小さ

，下腿， 足背 ，足底の下 肢部での温覚閾値は大き く，

覚閾値 と同様の結果 が 示 さ れた． 　 20 代若 年

子と高 齢女子 60 代，70 代，80 代との 間の多重

較 の検定結果を みると， 20 代 と 60 代で は 足 底 の

蝿 ﾊ で ， 20 代と70 代では腹部，下腿 前面， 足

，下 後面，足底

5 部位
で
， 20 代 と 80 代 では 頬， 腹 部 ， 下腿前面 ， 足 背， 手



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

高齢者の 皮膚 に おけ る 温度感受性 の 部位差

012345678　

一
　一
　一
　一
　一
　一

　一

　一

　

　

（
O
し
・、

署
転
O」‘
も
で

O

20
’
s　　　　60

’
s 　　　　70

卩
s　　　　80

’
s 876543210　

（
O°）
・，

コ

2
ω

Φ

圭
制

E
お

》

》

20，s　　　　60’s 　　　　70
，
s　　　　Se

’
s

012345678　

一
　｝
　一
　一
　一
　一
　一
　「

　

〔
P）切
コ

2u｝
叟

5
コ

8

20，s 　　　　60「s 　　　　70，s 　　　　80「s 　 8

ρ 7
丶
話　6　　
⊇ 　　 　
o5

‘ 　　　
84
占3

籌
29120

’
s 　　　　 60’s 　　　　70’s 　　　　80’s

　 　 　 　 20，s 　　　　60コs
　 O

　
−1

奠一2

耋．3

量一
・

1　．51
　　　

8 −6
　

　
−7

　 　 　

　
−8

アO’s　　　　80’s

　　 　 　 ＊ p＜ 0．05

Fig，5．　 Changes 　in　cold 　 thresholds　with 　advancing
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Fig，6．　 Changes 　in　warm 　thresholds　with 　advancing

　 　 　 age

7 部位で有意な変化が認め られ，末梢部 に始まる温覚

の 鈍化 が年齢 と共 に 拡大 して い る こ とが示 さ れ た ．

　  　冷 ・
温覚閾値の 加齢変化

　Fig．5 に主 な測定部位 にお け る 冷覚閾値 の 加齢 変化

を示 し，図中の
＊

印は高齢女子 60代，70 代，80 代間

に お ける多重比較の検定結果を示す．顔面部の 前額，

頬，顎で は，若年女子 に 比べ 高齢女子で約 0．5℃ の 増

加がみ られるが ， 60代か ら 80代 で の 変化は 認 め られ

ない ．躯幹 部 の 胸部前面，腹部前面，背部，腰 部 で は

60代か ら 80代 に かけて徐 々 に 加齢 に よる変化 が認 め

ら れ，60代 ・80 代間 で 約 1℃ の 閾値の 増加が認め ら

れ る．四肢部で の 加齢変化は さら に大で ，下腿前面，

足背で は 60代 ・80代間 に有意 な変化が認め られ た，

　Fig．6 に 主 な測 定部位 に お け る 温覚閾値 の 加齢変化

お よ び高齢女子 60代，70代，80代間に お ける 多重比

較 の 有意差検定結果 を示す．顔面部の前額，頬，顎で

は 加齢 に よ る 大 きな変化 は み られ な い ．躯幹部 の 胸部

前面 ，腹部前面 ， 腰部で は加齢に よる温覚閾値の 増加

がみ られ，四肢部で の変化はさ らに大 とな り，下腿前

面，足背で は 60代
・80代 間 に有意な変化が 認 め られ

た．

　温覚閾値 の 変化が もっ と も大 きい 足背で は ，20代

若年女子が平均 1．04℃ で 温 覚を感 じて い る の に 比 べ ，

60 代高齢女子は 2．59℃ ，70代高齢女子は 4．17℃，80
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Table　4．　 Result　of　principal　component 　analysis 　of

　 　 　 　 　the　cold 　thresholds

Measurment
Factor　loading

PC　I　　 PCH 　　 pcm

1Forehead

2Cheek3Chin4Neck5

　Shoulder

6Chest7Up

．　abdomen

8Abdomen

gUpper 　arm

10Forearm

ll　 Palm12Thigh

13Legl4
　 Footl5
　 Neck

ユ6　Shoulder

17Upper 　back

18Back19Loin20Buttock

21Upper 　arm

22Forearm

23Hand24Thigh

25Leg26Sole

O．39　　　　0．24　　− 0．12

0．60　　　　0．03　　− O．39

0．42　　　　0．35　　− O．33

0．61　　　　0．18　　− O．40

0．39　　　　0．77　　− 0，15

0．55　　　　0．63　　− 0．03

0，70　　　0．09　　　0．31

0．52　　　− 0．01　　　　0，09

0．82　　− 0．03　　　 0．27

0．75　　　　0．01　　− O．30

0．61　　　　0．26　　− 0．10

0．28　　− 0．23　　　 0．49

0．5ユ　　　　0．34　　　　0．37

0．75　　− 0．37　　− 0．43

0．47　　　　0．03　　− 0．09

0．44　　　　0．09　　− 0，09

Q．50　　　　0．25　　
− 0，09

0．65　　　− 0．26　　− 0．36

0．52　　− 0．13　　− 0．19

0．75　　− 0．54　　− 0．08

0。46　　− 0．03　　　0．27

0。47　　− 0．06　　− 0．22

0．48　　　　0．ユ1　　− 0．05

0．50　　　− 0．33　　− 0，27

0．66　　− 0．25　　　0．56

0．61　　　　　0．04　　　　0，06

閏，
O．
ユ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P．O，　I

Fig，7．　 Distributions　of　 the　 principal　 component

　　　　 score 　I ・Hof　four　age 　groups （cold 　thresh胃

　　　　 olds ）

●showing 　the　center 　of 　the　distribution　of　each 　age 　group ，

Igen　value

Total　variance 　（％）

Cumulative　variance （％）

14．48　　　　5．41　　　3．43

36．51　　　13．63　　　8．65

36．51　　　50．ユ4　　　58．79

代高齢女子 は 6，61℃ と閾値が顕著に増 大 し，60代 ・

80代間 で は 1％ の 有意差 が認 め られた，足背 で の 温度

感受性 の 鈍化が著 しい こ とは明白で あ る ．

　（3） 冷 ・温覚閾値の 主成分分析

　冷 ・温覚閾値 の 加齢変化 を よ り総合的 ・構造的 に検

討す る手段 と して 主成分分析 を行 っ た．Table　4 に冷

覚閾値に つ い て の 主成分分析の結果を示す．第 1主成

分に つ い て み る と，因子負荷量は い ずれ の部位 も正 の

値を示 し，第 1 主成分は全身の冷覚閾値の レベ ル を説

明する と解釈 され る ．第 2主成分 の 因子負荷量は ，肩

部前面，胸部を 中心 とする身体前面が大 きな正 の 値を，

臀部，大腿後面，背部 の 身体後面お よ び足背が負 の 値

を 示 し
， 第 2主成分 は 身体前面 と後面 ・足背 の 冷覚閾

値 の 対比 を説明す る と解釈 され る．第 3 主成 分の解釈

は困難で あ る ．第 1主成分の 全変動に対する寄与率は

36．51％，第 2主成分まで の 累積寄与率は 50．14％ であ っ

た ．

　Fig ，7 に各被検者 の 冷覚閾値 の 第 1 ・第 2 主成分得

点分布お よびそ の 年代群別平均値 を示す．第 1 ・第 2

主成分得点の 年代に よる比較の 際に は ク ラ ス カ ル ・ウ オ

リス 検定 ， 多重比較 （Steel・Dwass　test）を用 い て 比

較，有意水準 は 5％ と した ，

　 こ れ をみ る と，第 1主成分 の 平均値は 20代 ・60 代，

70 代，80代の順 に低下 し，各年代間の 平均値 間 の有

意差検定で は 20代 ・70代，20代 ・80 代問で 有意差

が 認 め ら れ た が
， 分散 の 年齢差 は 認 め られな か っ た ．

第 2主成分につ い て は平均値間に有意差 は認め られず，

分 散に つ い て は 20代 ・60代，20代 ・70代，20代 ・

80 代間で 有意差が認め られ ，若年者 に比べ て 高齢者

で個人差が 大なる こ とが 示 され た．すな わ ち，全体 と

して の 冷覚閾値 レ ベ ル は年代 と と も に増加す るが，そ

の個入差 は閾値 レベ ル とい うよ り身体前面 と後面 ・足

背の対比 を示す閾値の分布型に お い て加齢変化が拡大

する こ とが 示唆され た ．

　Table　5 に 温覚閾値 に つ い て の 主成分分析 の 結果 を

示 す．第 1主成分 に つ い て み ると，因子負荷量 は い ず

れ の部位 も正 の値を示 し，第 1主成分は全 身の温覚閾
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Table　5．　 Result　of 　principal　component 　analysis 　of

　 　　　 the　warm 　thresholds

Measurment
Factor　loading

PC　I　 　PC 且　 　PC 皿

1Forehead

2Cheek3Chin4Neck5

　Shoulder

6Chest7Up

．　abdo 皿 en

8Abdomen

gUpper 　arm

10Forearm

ll　Palml2

　Thigh

l3　Leg14Foot15Neck16Shoulder

17Upper 　back

18Backlg
　 Loin20B

μttock

21Upper 　arm

22Forearm

23Hand24Thtgh

25Leg26Sole
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Fig．8．　 Distributions　 of　 the　 principal　 component

　　　　 score 　 I ・H　of 　 four　 age 　groups （warm

　　　　 thresholds）

● showlng 　the　center 　of 　the 　distribution　of 　each 　age 　group ．

られたが，分散の年齢差 は認 め られ なか っ た．第 2主

成分 に つ い て は，平均値 間 に有 意差 は認め られず，分

散 に つ い て は 20 代 ・70 代，20 代 ・80 代間で 有意な

増加が 認 め られ た．冷覚閾値の 場合 と同様，全 体と し

て の 温 覚閾値 レ ベ ル は年代 と と もに 増大 し，温覚閾値

の個人差 に つ い て は年代 ととも に下肢末梢部 と体幹部

の対比 を示す分布型が拡大する こ とが示され た．

Igen　value

Total　variance 　（％ ）

Cumulative　varlance （％ ）

25．70　　　 5，90　　　4．69

45．42　　　10．42　　　8．29

45．42　　　55．84　　　64．13

値の レ ベ ル を説 明する と解釈され た．第 2 主成分 の 因

子 負荷量は 下腿 ，足底 の 下肢末梢部が 正 の値 を，臀部

を中心 とす る 体幹部が負 の 値を示 し，第 2 主成分 は 下

肢末梢部 と体幹部の 温覚閾値の対比 を説明す ると解釈

された．第 3 主成分の解釈は困難で あ る．第 1 主成分

の 全変動に対する寄与率は 45．42％ ，第 2 主成分 ま で

の 累積寄与率 は 55．84％ で あ っ た ．

　Fig．8 に各被検者 の 温 覚閾値 の 第 1 ・第 2 主成分得

点分布お よびそ の 年代群別平均値 を示す．こ れ をみる

と，第 1 主成分 は 80 代，70代，60 代，20代の 順に

増大 し，20代 ・70 代，20代 ・80代間 で有意差が 認 め

　4．考　　察

　身体 に お け る 冷覚閾値 の 部位差 に 関する 研 究 をみ る

と，Meh ら
s〕

は冷覚閾値 は部位 に よ り異 な り，顔面

部で最 も小さ く，下腿，足背部の末梢部で大 きい こ と

を ，Stevensら 9 ）
は 18〜88 歳 の 被検者 に つ い て 13 部

位 の 温 冷覚閾値 を測定 し， 冷覚閾値 は体部位 によ り異

な り，顔，特に 口 の 周辺 で 小 さ く，四肢，特 に足部で

大 きい こ とを示 し，い ずれ も顔面，躯幹部，上肢，下

肢の 順 に増大する こ とを報告 し た．

　ま た ，温 覚 の 部位 差 に つ い て は ，Nadel ら
IG〕
，

Stevens”）
らが，熱 放射 を用 い た方法 で ，同 じ強 さの

温度刺激で 生ずる 温覚の 強 さは，顔面部で 最 も強 く以

下体幹，上 肢，下肢の 順 に低下 する と報告 した ．

　以上 の報告は 今回 の 測定方法，測 定部位 と は異な る

もの の ，人体の 冷 ・
温覚閾値 の 部位差が顔面 部，躯幹

部 と上肢，下肢 の 順 に増大する こ と を指摘す る もの で ，

本研究の結果 とほぼ
一

致 して い る ．

　ま た ，冷 ・
温覚閾値の 加齢 に伴 う変化 に つ い て ，
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Clarkら
【s＞ は温刺激 と冷刺激に対する 感受性 を調 べ た

結果 ，大学生 と老入 の 間 に有意差 は なか っ た と報告 し

た．

　
一

方，Dyck ら
7〕

は，材質の 異な る 4 種類の サ ーマ

ル デ ィ ス ク を用い ，その 温度差の 識別能力を調 べ た結

果 ， 温 度 識 別 力 は 加齢 と と も に 低 下 す る こ と を
，

Kenshaloig｝は若年者 に 比 べ 高齢 者 で は冷 ・温覚 閾値

が大 き くな り，上肢 より下肢で 著 しい こ とを報告 した，

さ ら に，Meh ら
s｝

は ，冷 ・温覚閾値は 加齢 と ともに

増 大 し，特 に 末梢部 で 大で あ っ た こ とを，Stevens

ら
9 ｝

は，加齢に伴 う温度感受性の 鈍化は身体中心部 で

ゆるやか で 口唇で は閾値が変化 しな い こ と，温度感受

性の 鈍化 に は個人差が大きい こ とを，Tsuzukiら
z°）

は

年齢 とと もに温度感受性は よ り大 きくな る こ と を報告

した．

　Stevensら
9 ）

は どの 部位 に お い て も温覚よ り冷覚の

方が 感受性が よい こ と，口唇で は加齢に よ っ て 冷 ・温

覚閾値が変化 しない こ とを指摘 して い る が，本研究に

お い て も温覚閾値 よ り冷覚閾値が 小 さく感受性が よ い

結果が得 られ て い る．また，Fig，5，6 に示された よ

うに 口唇に 近 い 顎は加齢に よる変化が最 も小 さ い 部位

で あ っ た，

　Clarkら ’s）
の 報告で 大学生 と老人 の 間 に有意差が認

め られ なか っ た こ とは，本研究 の 結果 と反する もの で

あ る が，そ の 理由として は本研究で 閾値の 増大が大 き

か っ た下肢が Clarkらの研究で は対象 とされて い なか っ

た こ と
，

さ ら に被検者数が 3 名 と少な か っ た こ とが 考

えられる．本研 究では被検者 38名 を対象に全身 26部

位 の 冷 ・温覚閾値 を詳細 に 調 べ られた結果，加齢 とと

も に冷 ・温覚閾値は増大 し，特に 下肢部，足部で 著 し

い こ と，主成分分析の結果 か ら，全体 と し て の 冷 ・温

覚閾値 レ ベ ル は 年代 と と もに 増大 し ， 冷 ・温覚閾値 の

分布型 に つ い て は加齢に伴 い 個人差 が拡大す る こ とが

明 らか とな っ た，Dyck ら
T ）
，　 Kenshalo19），　 Meh ら

8）
，

Stevensら 9）

，　 Tsuzukiら
2°）

の先行研究の結果を追認す

る とともに，冷 ・
温覚閾値の加齢変化 をある程度量的

に捉える こ とが で きた ．

　冷 ・温 覚閾値が加齢 とともに大 きくなる要因として ，

岩村
z1）

は皮膚温度受容器で ある温点，冷点の減少，受

容器 か ら 中枢神経感覚野 に刺激が 到達する神経伝達速

度お よ び神経の 変化 をあげて い る．村田 と入来
6 ）

が身

体各部 の 皮膚 の 冷点が加齢 に よ り減少す る こ とを明 ら

か に して い る こ と，田村 ら
11）

が冷点密度 と冷感受性の

相関高 い こ とを報告 して い る こ とか ら，今回得 ら れ た

冷 ・
温覚閾値の 加齢変化は 温 度受容器 の減少が 一つ の

要 因で は ない か と考えられ る．

　Tochiharaらz2〕
は高齢者に おけ る寒冷 ・暑熱暴露の

温熱反応か ら，高齢者で は寒さ に対する感受性に遅延

がある こ とを示 し，寒さの 自覚の ない高齢者で は急激

な血 圧 上 昇 や 体温低下 の 危険 が あ る こ と を指摘 して い

る，寒 さを自覚 しに くい 要因として ，本研究に お ける

皮膚の 温度感受性 の低下が考えられ，そ の結果，高齢

者で は暑さ寒さ に対する適切な行動が と りに くくなる

こ とが 想定される，高齢者 の衣服 を設計する際 には ，

こ の 機能低下 を カ バ
ー

す る方法の 提案が必 要 で ある．

また，日常生活に おける入浴時の 高すぎる温度設定，

電気あんか，電気カ ーペ ッ ト，使 い 捨て カ イ ロ 等使用

時の 低温や け ど な ど も温度感受性 の 低下 が 要因 と考え

られ，高齢者に お ける健康障害の 誘発 防止 に 向け て は

特に 下 肢部に お ける 温度感受性の 低 下 を前提 とした対

策が必要で ある と考えられ る．

　5．要 　　約

　本研究で は 田村 らが新 しく開発 した温 冷覚閾値計 を

用 い て 高齢女子の 部位別冷 ・温覚閾値を測定，若年女

子の結果 と比較 し，温度感受性の 加齢変化を定量的に

検討 した．被検者は高齢女子 （61〜88歳）28名，な

らび に若年女子 （20〜25 歳）10 名で ，身体測定部位

は 26部位で ある．人 工 気候室は気温 28℃，相対湿度

50％ に調整 された．主 た る結果は以下の 通りで ある ．

　1）　冷 ・温覚閾値 は 部位に よ り有意に異な り， 顔面 ，

躯幹部 ・
上肢，下肢 の 順 に増大する，

　2） 60代 〜80代高齢女子で は 20代 若年女子 に 比べ

冷覚閾値 が増 大 し，平均値 は ，20 代若年 女子 で

一〇．29〜− 1．45℃，60代高齢女子で 一〇，52〜− 3，34℃，

70 代 高齢 女子 で
一

〇，52〜− 3．20℃ ， 80代高齢 女子 で

一
〇．54− − 3．53℃ の範囲に分布 し，その 程度は部位 に

よ り異 な り，下 腿 ，足部で 顕著で あ る．

　3） 温覚閾値 にお い て は さらに増大 し ， 平均値は

20代若年女子 で 0．57〜1．78℃，60代高齢女子 で 0．69
〜3．71℃，70代 高齢女子 で 0．78〜4．17℃，80 代 高齢

女子で 0，78〜6．61℃ の範囲に分布 し，同 じく下腿 ，足

部で顕著で ある．

　4）　主成分分析 の 結果 ， 冷覚 ， 温覚とも第 1主 成分

は全身の 冷 ・
温覚閾値の レ ベ ル を，第 2主成分 は冷覚

で は身体前面 と後面 ・足背 の 閾値 の 対比 を，温覚で は

下肢末梢 と体幹の 閾値の対比を説明すると解釈 された．

　 5）　 高齢女子群は若年女子群 と比較 して 冷 ・温覚閾
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高齢者の 皮膚に お け る温 度感受性 の 部 位差

値 レ ベ ル が増大する とと もに，そ の 分布型 に お い て個

人差が増大す る こ とが 示唆された ，

　本研究 に ご協力 い ただ い た文化女子大学短期大学部

岩崎房子教授 に感謝の 意 を表する．

　本研 究の
一部は平成 14 年度文部 科学省科学研究費

補助金 （展開）に よ っ た ．

　　　　　　　　　引　用　文　献

1）内閣府 ：『平成 18年度版 高齢社 会白書』，
2 （2006）

2）緒方維弘 ：老年者 に お け る 体温調節の 特徴 ，老年病，

　 7，　219 （1963）

3）緒方維弘 ：体温調節の 加齢的変化，医学の 歩み，62，

　 301−307　（1967）
4）Wagner，　J．　A ，，　Robinson，　S．，　and 　Marino，　R 　P．：Age 　and

　 Temperature　Regulation　in　Neutral　and 　Cold

　 Environments ，　J．　Appl．　Physiol．，37，562
−565 （1974）

5）渡辺 ミチ ，田村照子，志村純子 ：女子 高齢者 に お け る

　　体 温 調節反 応 ， 家政誌，32 ，204−209（1981）
6）村 田 成子，入 来正 躬，老 人 の 体温

一
皮膚感覚点分布頻

　　度 に 及 ぼ す加齢 の 影響
一，日本老年医学会誌，11，

　　157−162（1974）
7）Dyck，　P．　J．，　Curtist　D，」．，　Bushek ，　W ．，　a 且 d　Offord，　K．：

　　Discription　of　
“
Minnesota 　Thermal　 Disks

”
　and

　　Normal 　Values　of　Cutaneous　Thermal 　Discrirnination

　　in　Man ，　Neurology　（MinneapJ，　and 　24，325−330 （1974）

8）Meh，　D ．，　and 　Denislic，　M ．：　Quantitative　Assessment　of

　　Thermal 　and 　Pain　Sensitivity，　J．　Neurol．　Sci．127，164
−−

　　169（1994｝
9）Stevens，　 J．　 C．　 and 　Choo，　 K．　 K ．： Temperature

　　Sensitivity　of　the　Body 　Surface　over 　the　Life　Span，

　　Somatosens．　Mon 　Res．，15，13−28 （1998）

10）Robert　Katzman，　Robert　D．　Terry （水谷俊夫 訳）：

　　「加齢 の 神経学』，西村書店 （1986）

！l）李　旭子，田村照 子 ：人体表面 の 温度点分布 （第 1報）

　　冷点分 布密度の 部位差，人 間 と生 活 環 境 2 （1＞，30−

　　36　（工995）
12）田村照子，李　旭子 ：人体表面 の 温度点分布 （第 2報〉

　　温点分布密度 の 部位差，人 間 と生 活環境，2 （1），37−

　　42 （1995）
13）李　旭子，田 村照 子 ：ヒ トの 冷感受性 の 部位差 につ い

　　て，家政誌，46，1081−IO90 （1995）
14）飯野理 恵，田村照 子 ，小 田

一
之 ：人体 の 部位別温冷覚

　　閾値計測 の 試 み ，日本 生 理 人 類学会誌 ，4 ，特別号

　　（1），1−2 （1999）
15）田村照子，内田幸子，岩崎房子，小田

一
之 ：汎 用 型 温

　　冷覚閾値測定装置 の 開発 と応 用 ，第 25回 人間
一生 活環

　　境系 シ ン ポ ジ ウ ム
，
175−178 （2001）

16）Nadelt　E．　R ，　Mitichell，　J．　W ．，　and 　Stolwijk，　J．　A ．」．：

　　 Differential　Thermal　Sensitivity　in　the　Human 　Skin，

　　Pflugers　Arch．，340，71−・76（1973）
17）Stevens，　J，　D ．，　 Marks，　L．　E．，　and 　Simonson ，　D ．　C。：

　　RegioIlal　Sensitivity　 alld 　Spatial　Summation　in　the

　　Warmth 　Sense，　Phンsiol．　Behav．，13，825−836 （1974）

18）Clark，　W ．　C．，　and 　Mehl ，　L．：Thermal　Pain： ASensory

　　Decision　Theory　Analysis　of 　the 　Effect　of　the　Age　and

　　Sex 　on 　d
’

，　Various　Response 　Criteria，　and 　50　Percent

　　 Pain　Threshold，　J．　Abnonn ．　Psychol．，78，202（1971》
19）Kenshalo，　D ．　R．：Somesthetic　Sensitivity　in　Young　and

　　Elderly　Humams ，　J．　Gerontol．，41，732
−742 （1986）

20＞Tsuzuki，　K ．，　Mizuno ，　K ．，　Sakoi，　T 、，　Yoshioka，　M ．，　and

　　 Ooshiro，　 Y．： ALongitudinal 　 Study　 of　 Local

　　Temperature 　 Sensitivittes　 at　 Whole 　 Body 　 Sites，

　　Environmentai　Ergonomics　XI，　Ystad，360−363（2005）
21）岩村吉晃 ：『タ ッ チ」，医学書院，52 （2001）
22）Tochihara，　Y．，　Ohnaka，　T，，　Nagai，　Y ．，　Tokuda ，　T．，　and

　　 Kawashirna，　Y．：Physiological　Responses　and 　Thernlal

　　 Sensations　of　the　Elderly　in　 Cold　 and 　Ilot

　　 Environments ，　J．　 Them．　BioL，18，355
−361 （1993）

（587） 49

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


